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きょうの課題

• より良い社会をつくる事を考える

Heal the World

• なぜ？ 地球の健康が損なわれる

• 誰のために？ 未来の人々と生きもの

• どうするの？ 少しでも心掛けること

• どうなるの？ 持続可能な社会

• 誰がするの？ みんなで

• いつから？

https://www.youtube.com/watch?v=pF_6qZvzM3g


皆様にお尋ねします

1. エシカルという言葉を初めて聞いた人

倫理的消費 知っている 6.0％ 50-60代 5.5％

エシカル 知っている 4.4％ 50-60代 4.3％

フェアトレード知っている 23.2％ 50-60代 13.1％

2. 環境に少しでも良い生活をしようと思う人



37％

2016年消費者白書より



1. エシカルという言葉を初めて聞いた人

2. 環境に少しでも良い生活をしようと思う人

3. 食品ロスの話を聞いたことがある人

皆様にお尋ねします



◎ エビングハウスの忘却曲線（中期記憶）

http://free-academy.jp/junior/index.php?%E3%82%A8%E3%83%93%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%8F%E3%82%A6%E3%82%B9%E3%81%AE%E5%BF%98%E5%8D%B4%E6%9B%B2%E7%B7%9A


今日の話 忘れてもいいです
でも、1つくらい実行してください
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今日の話 忘れても大丈夫
でも、1つくらい実行してください

• 気付く

• 実行する

• 忘れる

• また話を聴く

• 思い出す＋新たな気付き（新情報付加）

• 他の人に話す

• 実行する

• 忘れる



今、地球は人々は・・・

テキスト
2ページ～4ページ

地球は、健康で
長生きできるのか



金・銀・銅 他レアメタル 都市鉱山

寒川町商工会
ホームページ

https://blog.goo.ne.jp/samukawashokokai/e/c7939d5cd2bb5789a3686da9af391300




太平洋ゴミベルト地帯
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2010年海岸地域から発生したプラスチックごみ推計量 9,950万トン
そのうち3,190万トンが不適切に廃棄、480万～1,270万トンが海洋
に流出したと推測

平成29年環境白書より



事例：廃プラ食器の廃止、削減

カナだと欧州勢、
「海洋プラスチッ
ク憲章」を採択
日米は見送り

海洋汚染が問題になっ
ているプラスチックごみを
減らす取り組みが、欧州
で加速してきた。飲食や
小売店でストローの配布
をやめたり、食器を再生
可能な素材に変えたりす
る動きが広がっている。
EUは、今後、使い捨ての

プラスチック容器などの
使用を禁じる方針だ。

日本も積極的な対応が
迫られる。

マックドナルド 英国とアイルランド
ストローをプラ製から紙製へ
ネスレ 製品容器を25年までに再
利用か再生可能な素材に切り替え

日本経済新聞社
6月20日夕刊



Corporate Social Responsibility

企業の社会的責任
企業とは

企業が事業を行うということは

社会的な負荷を与える

社会に対する責任

企業に自主的に社会的責任を果たすよう求める

EU：「企業の社会に対する影響への責任」と定義

liability



企業と消費者と社会の関係を考える

地球で90億近い人が暮らしていくために
• 私的組織の企業に求められる責任
• 私たち一人ひとりができること
学ぶそして考えて、生活に反映させる

持続可能な社会の実現
企業と消費者の両輪が必要



世界の課題 SDGｓ
先進国を含む国際社会全体の開発目標として、2030年を期限とする包括的な 17の目標

2015年9月の国連サミット
で全会一致で採択。

外務省HPより





テキストを見てください

• 食品ロス

• 循環型社会

• エネルギー



消費者がリードするエシカル消費

1. 消費者が倫理的な商品を選択する方向に移行
すれば、消費者志向の企業は、率先して調達
から生産・消費の課程において、環境負荷の低
減を含む地球の課題解決に取り組む

2. 倫理的消費を目指す企業が、エシカル商品や
サービスを開発提供することで、消費者は選択
範囲が拡大し、継続しやすい消費となる

3. 従業員も、地球のためになる仕事への満足感
が高まり、働きがいにもつながるし、自らの消
費についても、倫理的消費を考えることになる



調達先への関与



フェアトレードの定義

• フェアトレードって何？

• 「フェアトレード」、直訳すれば「公平な貿易」。現在のグローバルな国際貿易の仕組
みは、経済的にも社会的にも弱い立場の開発途上国の人々にとって、時に「アン
フェア」で貧困を拡大させるものだという問題意識から、南北の経済格差を解消す
る「オルタナティブトレード：もう一つの貿易の形」としてフェアトレード運動が始まり
ました。

• フェアトレードとは、開発途上国の原料や製品を適正な価格で継続的に購入するこ
とにより、立場の弱い開発途上国の生産者や労働者の生活改善と自立を目指す
「貿易のしくみ」をいいます。

• FLO，WFTO，EFTAの３団体のネットワーク 「フェアトレード」の定義

• フェアトレードは、対話、透明性、敬意を基盤とし、より公平な条件下で国際貿易を
行うことを目指す貿易パートナーシップである。特に「南」の弱い立場にある生産者
や労働者に対し、より良い貿易条件を提供し、かつ彼らの権利を守ることにより、
フェアトレードは持続可能な発展に貢献する。フェアトレード団体は（消費者に支持
されることによって）、生産者の支援、啓発活動、および従来の国際貿易のルール
と慣行を変える運動に積極的に取り組む事を約束する。

フェアトレードジャパンの
ホームページ

http://www.fairtrade-jp.org/about_fairtrade/000012.html
https://youtu.be/Rk3z39S5LNI
http://www.fairtrade-jp.org/


コーヒーの産地
生産量

http://www.agf.co.jp/enjoy/cyclopedia/zatugaku/circumstances.html


SDGS 事例紹介



スターバックス

世界規模で展開するコーヒーチェーン

2015年時点 約90の国と地域で展開 店舗数22,519店
– コーヒー生産者コミュニティに所属する全世界 100 万人の生活の質を
高めるという役割を担うことで、コーヒーを世界一持続可能性に優れた
農産物にする

– 世界最大のグリーンリテールビジネスを構築・運営する

• コーヒー生産地への支援
コーヒー生産地域のコミュニティでは、経験と専門知識を持つNGOと協力し、環
境に配慮しながらも、さまざまな社会開発プログラムを支援

• 品質に見合った対価による持続的な買付け
コーヒー豆：取引市場で売買される相場商品で価格が常に変動⇒リスク

品質に見合った価格でコーヒー豆を購入し、生産者が当社にコーヒー豆を販売

することで公平な利益を得、農園の運営を持続することができることを目指す

★毎月20日は、“ETHICALLY CONNECTING DAY －エシカルなコーヒーの日－”

フェアトレード
コーヒー

http://www.starbucks.co.jp/responsibility/ethicalsourcing/store.html
http://www.fairtrade-jp.org/products/products/coffee.html


UCC コーヒー農園との関係

• 持続可能なコーヒー産業の発展

– コーヒー豆の公平取引 「慈善ではなく価値評価」

• 購入価格、生産者との共生

– 栽培や管理技術の指導⇒品質向上

• 技術指導、土壌改良、品質コンテスト

– 環境保全 生物多様性、森林保全、農薬規制

– 環境負荷低減

– 地域貢献

• 「一品一村運動」、中学生教材提供（消費国のニーズ）

– 労働環境改善

http://www.ucc.co.jp/company/csr/country_of_origin/ethiopia.html




AGF



未来の地球のために

エシカルを始めよう

⇒持続可能で健全な地球のため

➢誰から始めるか
–消費者⇒企業⇒企業関係者

企業の経営者、従業員

身近で続けやすい商品やサービス

企業を離れたら市民、消費者

消費者

企業

企業関
係者

消費者

持続可能な
社会



みんなが幸せになる「持続可能な社会」

➢地球上の全ての人が、平和で豊かな社会で
暮らす

• 自由主義経済
意思決定は最大限個人にゆだねられる

企業の目的は、利益の最大化ではなく、社会的課
題の解決

⇒なぜか＞世界がSDGｓへの配慮を求める

消費者・市民が企業行動を監視、支持



買わないという選択肢



振り返り

• 今日の話の中で印象に残ったのは何ですか。

• ご自身の消費行動を見直すきっかけになりま
したか。



ご清聴ありがとうございました


